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【デザインフィット工法の構造】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施工の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【製造者】 山陽建設サービス株式会社 

デザインフィット工法（GBRC 第 08-10 号改）には、内付け型、柱内付け・梁外

付け型、完全外付け型の 3 タイプがあり、ブレース材は、H 形鋼の他、ピン接合によ

る鋼管ブレースにも対応しています。ブレース形状は、K 型（∧、∨型）、マンサード

型、片流れ型から選択することができ、既存建物の形状およびデザインニーズに合わ

せる形で仕様を選定することが可能です。 

（１）アンカー筋設置 （２）鉄骨ブレースの設置 

（３）手前側アンカー筋の設置 （４）モルタルの充填 

アンカー筋仮セットによるねじ切り位置の確認 

アンカー筋の固着・養生 

センター・出入り・垂直の設置位置の調整 

手前側アンカー筋をナットで継ぎ所定の長さを確保 既存躯体と鉄骨ブレースの間に所定のモルタルを

隙間の出来ないように慎重に施工 

圧入は下部から一度に上部まで行うことを原則 


